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体 の 選 択 的 取 得 に 関 す る 研 究 成 果 に つ い て 報 告 し て い る 。 こ こ で は 、
S-Carboxymethyl-D,L-cysteine (DL-SCMC) をラセミ混合物のモデル物質として選
定し、D、L 体の析出挙動について速度論的及び定量的に解析している。まず、所
定のラセミ過飽和溶液中に L 体の種晶を接種した時の D、L 体の濃度経時変化を調
べている。D 体の過飽和度が大きい場合（⊿CD=7.36×10
- 2[g/100ml]）、L 体濃度の
低下が開始した直後から D 体の濃度低下が確認される一方、D 体の過飽和度が小
さい場合（⊿CD=6.15×10
- 2[g/100ml]）、L 体種晶が成長する過程で約 3h は D 体の
濃度低下は確認されず、製品結晶として 90%を超える光学純度を達成出来ること
を見出している。更に、過飽和度の変化と伴に種晶量を変化させて D 体及び L 体
の濃度挙動について調べ、L 体が D 体に対して過剰な濃度領域（CL≧ CD）及び D
体が L 体に対して過剰な濃度領域（CL≦ CD）では L 体種晶の成長速度が各々異な
り、L 体濃度過飽和度と種晶量で相関出来ることを明らかにしている。また、待
ち時間Θ（D 体が L 体結晶の表面上に不均一核化し、それが成長することによっ



















阻害から促進に移行する超音波エネルギーの臨界点を Ecr i t と定義し、これらと各
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